
● 記事に関するご質問
　掲載記事に関する技術的なご質問
は，往復はがき，または切手を貼っ
た返信用封筒を同封した書簡で，「ト
ランジスタ技術 質問係」あてにお送
りください．
　ただし，回答を保証するものでは
ありません．電子メールや電話，
FAXなどによるご質問はお受けして
おりません．

● 掲載記事利用上のご注意
　本誌掲載記事には著作権があり，
また産業財産権が確立されている場
合があります．従って，個人で利用
される場合以外は所有者の承諾が必
要です．
　また，掲載された回路，技術，プ
ログラムなどを利用して生じたトラ
ブルなどについては，当社ならびに
著作権者は責任を負いかねます．

編集部から

　タートル工業は，圧電素子型加速度セ
ンサの電荷信号を低インピーダンスの電
圧信号に変換するコンバータを発売した．
用途はプラント/加工/空調設備，ビル，
橋梁など大型構造物の診断（振動測定な
ど）を想定する．一般に類似品は高価なチ
ャージ・アンプを内蔵するが，本器はプ
リアンプ内蔵型であり，コンバータの出

力が低インピーダンスなので信号伝送用
接続ケーブルの長さを確保するための補
正が要らない．入力は1チャネル，周波
数特性はDC 〜約500 MHz（入力信号によ
る），電源電圧はDC17 〜 30 V，消費電
流は4mA，センサ素子への供給電流は
12 mA（変更可能），動作温度は5 〜 45 ℃．
■ 価格：12,000円（税別）　タートル工業

ケーブル補正不要のプリアンプ内蔵加速度センサ用コンバータ　T-01CC02

https://www.turtle-ind.co.jp

■ 2021年5月号
● 特集 プロローグ
p.20　右段↓1行目〜 12行目　文章差し
替え：「PICマイコンの生い立ちは1970
年代中ごろGeneral Instruments社が開
発した「PIC1650」が起源とされています．
これに続いて開発されたPIC16C5xシリ
ーズはワンタイムPROM型か高価な紫
外線消去型なので，一度プログラムを書
き込んだら，2度目はないか，消去にし
ばらく待たなければならないというもの
でした．したがって，机上デバッグは相
当慎重にしなければなりませんでした．
　この後1994年に日本に最初に紹介さ
れたのが，「PIC16C84」でした．電気的
に消去が可能だったため多く使われ始め，
続いて1997年には書き換え回数が格段
に 増 え た フ ラ ッ シ ュ・ メ モ リ の

「PIC16F84」が開発され，いずれも個人
でも購入ができたことから一挙にユーザ
が増えました．」
■ 2021年6月号
● 特集第5章
p.86　左段↑13行目：DFU内部のデー
タ→DFB内部のデータ
● 重点企画第1章
p.97　右段↓3行目：出力電圧が小さく
過度の依存性が大きく→出力電圧が小さ
く，さらに温度の依存性，固体差も大き
いので

● 一般記事　3桁表示ミリオーム計の
設計・製作
p.128　図 7（a）：電流源記号の近くに
“10 mA”を追加
p.128　図 7（b）：電流源記号の近くに
“10 mA”を追加，抵抗R1 1 mΩに対して
コメント追加“10 mAの電流が流れる”
p.129　図8（b）のU2 74HC595の11番ピ
ン：SREG_DCR→SREG_DCK
p.129　図8（b）の7セグメントLED：端
子gの下に“dp”を追加
p.130　図8（c）のC8 3.3μF：回路記号が
電解コンデンサになっているが，極性が
ないセラミック・コンデンサ
p.130　図 8（c）の V1：OM−3x1 → UM−
3x1
p.130　図 8（d）の D1，D7：HSM1245 → 
HSM124S
p.130　図 8（d）のR17 〜 R19：R17 100 kF 
→ R17 10 kF，R18 100 kF → R18 1 kF，
R19 100 kF→R19 500 F
p.130　図8（d）のU4のコメント：CMOS 
4052BE相当品 HC4052Bは±5 V対応品
ならOK→CMOS 4052B相当品 HC4052
は±5 V対応品ならOK
p.138　図19のD1：HSM1245→HSM124S
※図8の訂正版をトランジスタ技術の
webページ［ダウンロード］→［2021年］
→［TR2106M.zip］からダウンロードで
きます

訂正とおわび 本誌のバック・ナンバーにおいて，下記の個所に誤りがありました．おわびして訂正
いたします．https://toragi.cqpub.co.jp/tabid/928/Default.aspx� （編集部）

● 連載　新人技術者のためのアナログ
回路設計スタディ
p.176　左段↑16行目：開発されたが，
図（a）に示す→開発されたが，同図（a）
に示す
p.178　右段↓2行目：極端な例では図4
の→極端な例では図5の
p.179　右段↑15行目：余った分は図6
で→余った分は図7で
● 連載　FFTアナライザの科学計測応
用
p.191　右段↓7行目の式：
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p.195　図11 サブ・キャプション↑2行
目：回転傾斜で，解析結果としてわかり
にくい→回転傾斜は不揃い
● 連載　がんばれ，新人君!!
p.197　左段↑16行目：しきい値→閾値

（以下同）

● 年間予約購読のご案内
　年間予約購読には3つのメリット
があります．

（1）全国どこでも，送料無料でお届
けします

（2）特別号定価の場合でも，差額は
いただきません

（3）人気の特別企画号でも売り切れ
の心配は無用です

　申し込みは，小誌ウェブ・サイト
の「年間予約購読のご案内」へア
クセスしてください．
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